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北海道大学農学部演習林研究報告第44巻第2号 40ふ427(1978) 405 

苫小牧演習林地域における植生の変遷

五十嵐八枝子事

Vegetational Succession 

in the Tomakomai Experiment Forest Area 

By 

Yaeko IGARASHl* 

要旨

北海道大学苫小牧地方演習林は，支?Eカルテ‘ラ，恵庭岳，樽前山の火山活動に由来する厚

い火山噴出物より成る台地上にある。これらの堆積物には，数層準にわたって腐植質ローム層

や泥炭層が挟在しており，火山活動の休止期に植生が回復したことを示している。筆者は，本

林内および林縁の立地条件の異なる 10地点、において，火山噴出物に挟在する腐植層から 93試

料を採取して花粉分析を行った。その結果，断続的ではあるが，本林における約4，500年聞の

植生変遣がつぎのように明らかになった。

Ta-d降下後の火山活動休止期(約3，200-4，500年前)に，勇払川流域の低湿地では湿原が

形成され，湿原の周縁には Quercus，Betula， Ulmusを主とし，み:glans，CarPinus， Corylus， 

Acer， Styrax， Sali・2 などをまじえる広葉樹林が分布した。 しかし台地上には森林が成立し

なかった可能性が高く，台地の南端部では Thalictrumを主とし， Carduoideae， Sanguisorba， 

Cyperaceaeなどからなる草原が発達した。

つぎの Ta-c 降下後の火山活動休止期(約 1 ，100~1，500年前)は，低湿地の状況は判らない

が，台地上ではおそらく気候の湿潤化によって，Sphagnum， シダ類， Garmineae， Umbel1i-

feraeが生育し，台地南端では Quercusの疎林，中央部では Quercus，Betula， Ulmusなどと

Picea， Abiesの混交林が成立した。

その後の樽前火山の活動は，約300年前以降Ta-bとTa-aが15回にわたる降下をくり返

した。この間少くとも 2回の比較的長期の活動休止期があり，この時形成された腐植層から

当時の植生が復元された。即ち，Quercus， Alnus， Betula， Ulmus， Car戸nus，Acerなどと

キーワード: 北海道大学苫小牧演習林， 4，500年間，植生変遷，火山活動。
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Picea， Abiesの混交林であった。現在の植生は， Ta-aの最後の降下(約220年前)以降に成立

した植生から連続するものである。

本林の植生史を石狩平野の美唄における同期間のそれと比較すると，広葉樹林の構成はお

おむね等しいが， Ta-c降下後本林において針葉樹が増加した点が異なる。

1. はじめに

植生は，それをとりまくさまざまな環境条件の変化に多様に影響されながら変遷をくり返

しつつ現在に至ったと考えられる。我々が現在の植生を考えるとき，過去からの植生変遷の流

れとして捉えることが必要であろう。

植生変遷を知る一つの方法としての花粉分析法により， 北海道の植生史は近年次第に明

らかにされてきている。 特に， 札幌一苫小牧低地帯の北部・石狩平野については， 最終氷期

以降の植生変選史が解明されている(五十嵐・熊野， 1974;五十嵐・熊野， 1981) 

一方，札幌一苫小牧低地帯の南部については，苫小牧演習林の西約6kmの沼の端湿原の

研究 (NAKAMURA，1963)があるのみである。苫小牧演習林地域は，石狩平野とは異なる太平洋

型気候区に属しており，両地域の植生史の比較に興味がもたれる。また，本林地域は支勿湖の

約 18km南西に近接して位置するため支勿火山活動およびその 2次活動としての恵庭岳や樽

前山の度重なる降灰に見舞われており，植生はそれらの影響を受けたことが推定される。

以上のような気候や火山活動の影響下で，本林地域の植生はどのように移り変ってきたの

であろうか。筆者は，花粉分析法により植生の変遷史を解明することを目的として，本林内の

台地上や小沢，勇払川流域など立地条件の異なる 10地点より 93試料を採取して花粉分析を行

った。 さらに 6試料について 14C年代の測定を依頼するとともに，火山灰について検討を加

えた。 その結果，約4，500年間にわたる植生史が明らかとなり，かつ，石狩平野における同時

代の植生史との比較を行うことができた。

11. 苫小牧演習林地域の火山灰層序

本地域には，支勿カルデラに由来する一連の膨大な火山噴出物が分布する(北海道火山灰

命名委員会， 1979;、藤原， 1979)。これらの火山噴出物は，本林内の諸所の露頭および手掘りの

断面で観察することができた。下位から次の通りである (Fig.1)。

(1) 支勿軽石流堆積物

約30，000年前(熊野， 1970)，支勿カルデラ形成の直前に噴出したとみられている軽石流堆

積物で，高温のため部分的に著しく熔結の進んだ熔結凝灰岩の岩相を示すが，一般には軽石と，

その聞をうめる火山灰からなるとされる。本地域では，軽石を含む粗ぼうな火山灰の外観を示

している。本林は， この支勿軽石流堆積物 (Spfl)よりなる台地上に成立する。
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(2) 恵庭火山灰層

支勿カルデラ形成後に生じた恵庭岳 (1，319m)の噴出物で，下位から恵庭b層 (En-b)，恵

庭a層 (En-a)の2枚の降下軽石層に識別される。その内，約 13，000年前の噴出(藤山ほか，

1972)とされる En-aが，本林では 1m前後の厚さで支勿軽石流堆積物の上位に分布する。今

回， Loc. 7 (Fig. 2)で新らたに En-a上面の腐植質ローム層の 14C年代を測定したところ，

8，500::1: 160 y.B.P.とし、う値を得た(五十嵐・藤原， 1982)。

(3) 樽前火山灰層

下位から樽前d層 (Ta-d)，樽前c層 (Ta-c)，樽前b層 (Ta-b)，樽前a層 (Ta-a)が累重

する。各層は，さらに多くの降下ユニットに区分される。各層間あるいは各降下ユニット聞に

は，低湿地では泥炭，台地上では腐植質ローム層を挟在することが多く，火山活動休止期にお

いて植生が復活したことを示している。各層の噴出年代は，新しいものについては記録があり，

Ta-a層は 1739年(元文4年)， Ta-b層は 1669年(寛文7年)である。 しかし，下位の Ta-c

層， Ta-d層の噴出年代は， 火山灰層に挟在する泥炭や腐植質ロームの 14C年代によって推定

されるものの，年代値にはかなりの幅がある (Table1)0 Ta-c 層はおよそ 3，200~1，500年前で

あり， Ta-d 層はおよそ 8，500~4，500 年前とみられる。これらの樽前火山灰層は，現地形と平

行に苫小牧周辺一帯の地表を広く覆って堆積している。

4ぴ7
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Table 1. Volcanic products and their 14C ages from Tomakomai 

Experiment Forest area 

Volcanic products 14C ages (y.B.P.) Literature 

Ta-a A.D.1739 

Ta-b A.D. 1669 

1，100:t160 RUBIN et al. (1958) 

Humus 1，215:t85 。BA(1966) 
1，520:t65 。BA(1966) 

Ta-c 1，640士90 YAMADA (1967) 

3，230:t160 Rubin et al. (1958) 

Humus 3，800土140 MA TSUSHIT A et al. (1967) 

4，500土140 MA  TSUSHIT A et al. (1967) 

Ta-d 
5，190:t100 T AMURA (1970) 

8，940:t160 SATO (1971) 

Humus 
8，520:t160 T AMURA (1970) 

8，500土160 IGARASHI & FUJIW ARA (1982) 

En-a > 13，100:t 1，200 FUJIY AMA et al. (1972) 

Spfl 30，4∞±23' ，必4000 KUMANO (1970) 

o 2km 
、〆

Fig. 2. Map showing locations of sampling or dri11ing sites 
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III. 試料採取地点の地質層序および14C年代

花粉分析および14C年代測定用の試料は， Fig.2に示した 10箇所から採取した。各地点

の地質層序は次の通りである。

(1) Loc. 1 (Fig. 3) 

本林の北東縁を流れる勇払川より 7-8m本林よりの地点において，地下水面(川面)に達

する1l0cmの穴を掘り断面を得た。 Loc.1の地質層序は次の通りである。

上位より黄色腐植まじり軽石砂層 (Ta-IIa層， 4cm)，灰黄色軽石層 (3cm)，黒褐色泥炭

層 (4cm)，軽石まじり泥炭層 (14cm)，黒褐色泥炭層 (8cm)，黒色泥炭層 (18cm)，軽石まじり

黒褐色泥炭層 (6cm)， 4層に識別される灰色軽石層(計 13cm)が堆積する。以上はTa-a層で

ある。さらに下位に，腐植まじりシルト (5cm)，木根入り軽石層 (Ta-b層， 6cm)， 暗灰色軽

石層 (Ta-b層， 29cm+)が続く， なお， ここで泥炭と呼んだものは，比較的新鮮な植物遺体

の密集層である。

今回， これらの泥炭および軽石まじり泥炭に含まれる木片の 14C年代の測定を学習院大学

木越邦彦教授に依頼し， Table 2の測定結果を得た。 しかし，年代値が逆転しており使用でき

なかった。

Table 2. 14C ages of samples from Locality 1 

試料番号 深度 14C年代 Code No. 

1 -51cm 380:t100 y.B.P. Gak-6892 

2 -57cm 970土110y.B.P. Gak-6891 

3 -78cm 270士90y.B.P. Gak-6889 

分析試料は，泥炭や軽石まじり泥炭を縦横 20cm の角柱状にきりとり，これを 2~3cm の

厚さに分けて， 23試料を採取した。

(2) Loc. 2 (Fig. 4) 

台地南縁の小沢奥の湿原で，地表より 37cmの厚さで泥炭が発達する。その下は，水つき

の軽石まじり褐色火山灰層 (Ta-a)である。 ここでも Loc.1と同じ方法で16試料を採取し

〆た。なお，深度36cmの木片の 14C年代は， 40土80y.B.P.であり， Ta-a層降灰後の短期間の

堆積物である。

(3) Loe. 3 (Fig. 5) 

Loc.2の西に隣接する小沢奥の湿原で，地表より 30cmの厚さの泥炭が発達する。その下

は Loc.2と同じ軽石まじり褐色火山灰層 (Ta-a層)である。 Loc.1，2と同様にきり出した角

柱状泥炭より，厚さ 3cmごとに 10試料を採取した。
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(4) Loc. 4 (Fig. 6) 

Loc.3の西に隣接する小沢奥の湿原で，泥炭の厚さは 10cmと上記2地点より薄く，その

下は水つきの軽石まじり褐色火山灰層 (Ta-a層)である。 Loc.3同様に 3cmの厚さで3試

料の泥炭を採取した。

(5) Loc. 5 (Fig. 7) 

勇払川流域の Loc.1より約600m下流の台地に近い地点、で， 130cmの穴を掘り断面を得

た。地表より腐植まじり軽石層 (32cm)，黒褐色泥炭層 (20cm)，灰黄色軽石層 (15cm)，腐植

まじり軽石層 (10cm)，黒褐色泥炭層 (5cm)， 2層に識別される灰黄色軽石層 (48cm +)が堆

積する。以上の軽石層はTa-a層である。試料は泥炭層より約500gを1点づっ2試料採取

した。

(6) Loc. 6 (Fig. 8) 

Lco. 1より約 150cm上流の勇払川流域の湿原で，地表から厚さ 55cmの泥炭層，腐植ま

じり軽石層 (Ta-a層)が堆積する。角柱状にきり出した泥炭を 15cmごとに分割して， 3試料

を採取した。

(7) Loc. 7 (Fig. 9) 

幌内川の橋脚工事に伴って出現した露頭で，次にのべるように火山噴出物が堆積する。地

表から 1mはかぶりで観察できないが，その下位は灰色軽石層 (Ta-b層， 40cm +)黒色腐植

質ローム層 (28cm)，黄褐色軽石層 (Ta-c層， 30cm)，黒色腐植質ローム層 (40cm)，褐色軽石

層 (Ta-d層 25cm)，赤褐色軽石層 (Ta-d層， 65cm)，赤褐色細粒火山灰層 (Ta-d層， 10cm)， 

黒色腐植質ローム層 (13cm，年代測定)，淡褐色細粒火山灰層 (En-a層， 65cm)，淡紅色火山

灰層 (7cm)，淡黄褐色軽石流堆積物 (Spfl，120 cm +)が累重する。試料は上記の 3枚の黒色

腐植質ローム層より，各500gを1試料として計3点を採取したが， En-a層直上のロームから

は花粉は検出きれなかった。

(8) Loc. 8 (Fig. 10) 

森林観測塔の南約 100mに位置する幌内川沿いの台地を約140cm掘り下げ断面を得た。

上位から，軽石まじり表土 (20cm)，灰色軽石層 (18cm)，黒色腐植層 (5cm)，灰色軽石層 (20

cm)，灰色細粒火山灰層 (15cm)，黒色腐植層 (5cm)， 4層に識別される軽石層 (80cm十)が堆

積する。これらはTa-a層である。試料は，表土と黒色腐植層から約500gづっ2点採取した。

(9) Loc. 9 (Fig. 11) 

本林のほぼ中央に位置する軽石採取所の露頭である。上位より 5層に識別される灰黄褐色

軽石層 (Ta-a層， 180cm)，灰色軽石層 (Ta-b層， 160cm)，灰色軽石まじり火山灰層 (Ta-b

層， 60cm)，黒色腐植層 (10cm)，灰色細粒火山灰層 (Ta-b層， 33 cm)， 腐植質ローム層 (18

cm)，黄褐色軽石層 (Ta-c層， 100cm)，腐植質ローム層 (28cm)， 2層に識別される赤褐色軽

石層 (Ta-d層， 240cm)，粘土層 (40cm +)の順に堆積する。このうち， Ta-b層と Ta-c層に
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挟在する腐植質ローム層より，各 500gづっ3試料を採取した。

(10) Loe. 10 (Fig. 12) 

本地点は，勇払川沿いの高速道路建設用地(標高7.3m)に位置する。 ここで昭和51年日

本道路公団札幌建設局苫小牧工事事務所により第2次土質調査のために，全長 10mのボーリ

ングがうたれた。地質層序は次の通りである。

地表から砂礁層 (160cm)，泥炭層 (140cm)，軽石まじり火山灰層 (30cm)，泥炭層 (44cm)， 

白色細粒火山灰層 (26cm)，灰色軽石層 (120cm)，欠層 (110cm)，灰色角礁状岩片まじり火山

灰層 (68cm)，腐植まじり粗粒砂層 (57cm)，泥炭層 (93cm)，火山灰質細粒砂層 (8cm)，下部

に泥炭を挟む火山灰質粗粒砂層 (100cm)，茶褐色軽石層 (100cm)の順で堆積する。今回，深

度 8.55~8.60m の泥炭について HC 年代を測定したところ， 3，400土120y.B.P. (Gak-8471)で

あった。 なお， これらの堆積物のうち，深度5.2mまではTa-a層，深度6.3--8.48mまでは

Ta-c層，深度8.48m以深はTa-d層とみられる。 Ta-b層は欠層部分である。 3層の泥炭より

41試料を採取した。

IV. 試料の処理，検鏡および出現率の算定方法

A.処理法

植物遺体を多量に含む泥炭については，次のように処理した。

(1) 各試料約500gを手でよくほぐして大型遺体をとり除き， 2，000ccビーカーに入れて

10%苛性カリ液を試料がかぶるまで加え， 24時間放置する。

(2) 蒸留水を加え，よく撹持して 1日置く。翌日から容器を静かに傾斜して，上澄液を約

2/3すて去り，再び蒸留水を加える「水洗し、」を 1日1回ずつ，約2週間行い， アルカリ可溶

性のフミン酸を除く。

(3) 上澄液が透明になった段階で，沈波物を集めて遠心分離器を用いて水分を除く (2，∞o
回転/分で5分間)。

(4) 硝酸:塩酸:水の 1:1: 1混液を加え， 約1分間湯煎で加熱し， 遠心分離器を用いて

液を除き，水洗いを 2回行う(この操作で試料中の炭酸塩鉱物を除く)。

(5) 水分を除いた後， 50%フッ化水素を加え， ドラフト内に24時開放置し，試料中の珪

酸分を除く。

(6) 遠心分離器を用い水洗いを 2回行う。

(7) 試料の約2倍の酢酸を加え， 湯煎中で約 10分間加熱する。遠心分離器で酢酸を除去

し，これに無水酢酸，硫酸の 9:1混液を加え，約3秒間湯煎し，遠心分離器によって液を除く

にの操作で，試料中の多糖類やセルローズたとかす)。

(8) 蒸発皿に試料を入れ， 蒸留水を加えて 15分おき，上澄液の半分を静かにすてて，浮

遊している細粒物質を除去する。この操作を上澄液が透明になるまでくり返す。
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(9) 沈澱物を 0.18m/mのふるいでこして，大型爽雑物を除いた後，残f査を集め遠心分離

器で水を除く。

(10) 試料にグリセリンゼリーを適量加え，スライドグラスに滴下してカバーグラスでお

おい，周囲をマニキュア液で封入する。

(11) 各試料について約10枚の薄片を作製する。なお試料が腐植質ロームの場合は，上記

の (1)--(3)の操作を省略した。

B.検鏡の方法

検鏡は通常4∞倍， ときによっては 1，000倍の光学顕微鏡により行い，鏡下に出現する花

粉・胞子粒を検出される11慎にすべて同定した。 この際，非常に出現率が高い AllluSを除いて

200個に達するまで樹木花粉 (AP)を同定し，その聞に出現する AllluSと非樹木花粉 (NAP)・

胞子をすべて同定した。従って，試料によっては，同定数が1，500個に達したものもある。

C. 出現率の算定法

出現率の算定にあたっては，Alnusを除く APはAlnus以外の AP総数を基数として百

分率を求めた。 AlnusおよびNAP，胞子は，花粉・胞子の総数を基数として百分率を求めた。

V. 分析結果

10地点を通じて， 針葉樹では Picea，Abi・es，Pinusが比較的出現率が高く， ほかに

Cryptomeria， Larix， Taxus， Tsugaが低率で含まれる。広葉樹は全般に Quercus，Alnus， 

Betulaが高率で含まれ，Ulmus， Carpinus， Acer， Fagus， Juglansが比較的高い。その他，

Araliaceae， Hydrangea， Maackia， Viburnum， Salix， Prunus， Ericales， Rhus， Tilia， 

Corylus， Styrax， Myricaが地点によっては比較的高い。また出現率は低いが Lonicera，

Sorbus， Castanea， PO戸tlus，Celtis， Phellodendron， Kalopanax， Ostrya， Aesculus， Morus， 

Pterocarya， Spiraea， Magnolia， Cercidiphyllum， Cornus， Euon少nus，Fraxinus， Clero-

dendrum， Eleagnus， Ligustrumが含まれ， 1科1目45属が検出された。

NAPでは， 全般に Carduoideae，Gramineae， Cyperaceaeが高く Thalictrum，

Umbelliferae， Patrinia， Artel川n事~iゐsi，弘 Saωngui必sorbα仏， Cichor討ioideaeカが:ときに高くなる。ほか

に，低率ながら Reynoutria，Chenopodiaceae， Typha， Polygonum， Persicarya， Rumex， 

Urtica， Drosera， Cl的opodium，Lysichiton， Camμnula， Codonopsis， Lysimachia， S位 1-

fragaceae， Liliaceae， Caltha， Sparganium， Mellyanthes， Rosaceae， Caryophyllaceae， 

Epilobium， Valerianaceae， Thalictrum， Galium， Leguminosae， Pachysandra， Parnassia， 

Potamogeton， Daphne， Iris， Labiatae， Myriophyllum， Nuphar， Plantago， Crusiferae， 

Chlo叩 nthusが含まれ， 12科2亜科31属が同定された。

シダ類は OsmundaceaeとPolypodiaceaeが非常に高率に出現するほか，Lycopodium， 

Equisetumが含まれる。ほかに Sphagnumの胞子が出現する。
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Main pollen and spores diagram with stratigraphic 

column from Locality 1. 
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11; sand 12; clay 13; silt 14; peaty si1t containing mol-
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containing mollusca 17; peaty clay 18; <2%. 

Fig. 3. 

Fig.4. 

，。

30 

20 



ι間
同
品

Percentages of rare pollen and spores from Locality 1 

斗
『
揖
刷
機
汁
品
有
地
膚
特
務
部
組
骨
骨
副
弔
迫
骨
商
品
叩

帥
明
主
拙
叩

四
岬

N
h叩

qa
。a
q
o

n
U
A
O
A
U
 

4.1 2.5 

0.9 

0.3 2.1 
0.4 

0.9 0.6 

0.7 

0.9 0.3 

0.3 
0.3 

t ここちamplenuni嗣

Taxa ¥¥J  

Myrica 
Ericales 
Euonymus 
Cler，百dendrum
Lonicera 
Viburn仰 Z
Ligustrum 
Rhus 
Spiraea 
Ilex 
Araliaceae 
Sanguisorba 
Rosaceae 
Urtica 
Per・'Sicaria
Cichorioideae 
Chenopodium 
Reynoutria 
D何 sera
Clinopodium 
Thalictrum 
Lysichiton 
Camp仰 ula
Lysimachia 
Parnassia 
Sp.官rganium
Geum 
Epilobium 
Caryophyllaceae 
Valeri直nceae
Li1iaceae 
Tricolpate type 
Tricolporate type 
Triporate type 
Trilete type 
E初 isetum
Lycopodiu澗z
Sphagnum 

Table 3. 

23 

0.5 
0.5 

1.0 

E 

1.8 

1.5 

0.4 

0.4 

21 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

20 

0.6 

0.3 

19 

0.3 

0.3 

18 

0.6 

0.6 

0.3 
0.3 

0.3 

1.5 

17 

1.2 

0.4 
0.4 

1.1 

16 

0.3 

0.3 

15 

0.3 

0.3 
0.9‘0.3 
0.9 1.3 
0.9 0.3 

14 

0.4 

0.4 
0.9 
0.4 

13 

0.9 

1.8 

12 

0.4 

11 

0.3 

0.3 

10 

0.4 

9 

0.7 

0.4 

0.4 
0.4 

8 

0.3 

0.6 

0.3 

0.9 

7 

0.3 

0.3 

6 

0.3 
0.3 

0.3 

0.6 
0.9 

5 

a
U
A
U

。。

凸

U

L

A

U

0.3 

0.3 
0.3 

4 

0.4 

1.4 

0.3 

3 

0.3 

0.3 

2 

0.3 

0.6 
0.6 

1 

0.3 
0.3 

0.7 
0.3 

0.4 

‘も

0.7 0.5 0.8 
0.6 0.3 

0.6 0.3 0.6 
1.0 
0.3 



苫小牧演習林地域における植生の変遷(五十嵐) 415 

分析結果は，各 Localityごとに頴度の高い花粉・胞子を花粉組成図 (Figs.3~12) に示し，

出現穎度の低い花粉・胞子を Table3~12 に百分率で示した。

次に， Localityごとに分析結果をのベる。

(1) Loc. 1 (Fig. 3， Table 3) 

APは全般に Quercus，Alnus， Betulaが非常に高率で，Car戸nus，Ulmus， Acerが比較

的高い。また，Picea と Abies は，深度 50~60cm と深度 5cm において高くなる。飛来花粉

のCryptomeriaとFagusが10%以内で混入する。 NAPは，下部で Cyperaceae，上部で

Gramineaeがふえる。シダ類は OsmundaceaeとPolypodiaceaeの頴度が高い。

(2) Loc.2 (Fig.4， Table 4) 

全般に Quercusが高率である。 Betula，Maackia， Hydrangea， Alnusは下半部で高いが，

上半部で低下する。一方， Araliaceaeは上半部で非常に高率となる。下草では，シダ類が庄倒

的に高い出現率を示し，下半部で Polypodiaceae，上半部で Osmundaceaeが高い。

Table 4. Percentages of rare pollen and spores from Locality 2 

Euonymus 

Rhus 

Sanguisorba 

Persicaria 

U m bellHerae 

Artemisia 

Carduoideae 

Chenopodium 

Rosaceae 

Epilobium 

Rumex 

Parnassia 

Galium 

Sparganium 

Leguminosae 

Saxifragaceae 

Typha 

Liliceae 

Tricolporate type 

Tricolpate type 

Lycopodium 

Sphagnum 

1 234  5 6 7 8 9 W II U ~ M ffi W 

0.2 0.2 0.2 

0.3 0.5 0.2 0.3 0.3 0.3 

0.3 0.2 0.2 0.3 

0.2 0.2 0.2 0.8 0.8 0.5 0.5 

0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 

0.2 0.5 0.4 0.6 0.7 0.2 0.2 0.5 0.5 0.5 0.5 

0.5 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2 0.2 1.0 0.3 0.3 

~2 O~ O~ 

0.6 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2 

0.2 

0.3 0.3 1.0 0.8 0.8 0.2 0.2 

0.2 0.2 0.6 0.6 

0.3 0.3 

0.1 0.2 0.2 0.3 

0.2 0.2 0.2 

0.4 0.4 

0.2 0.3 0.3 0.2 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2 0.3 

0.2 0.2 0.2 0.2 

1.0 0.2 0.2 0.4 0.4 0.2 0.2 2.3 2.3 

0.2 0.7 0.9 0.9 

0.2 0.2 

0.2 0.2 0.2 

0.3 0.3 

0.6 0.6 

0.4 

1.2 

0.3 0.4 

0.6 0.6 

0.3 0.3 
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(3) Loc.3 (Fig.5， Table 5) 

下部でPicea，Pinus， Abiesが高く，中部で Quercusが高率となり，上部で再び針葉樹が

高くなる。 そのほかに， Betula， Hydrangea， Viburnum， Salix， Aceァ，Alnusが10%以内

で産出する。下草はシダ類が圧倒的に高く，下半部で Polypodiaceaeが優占し，上半部では

Osmundaceaeが高くなる。

C円、

(4) 

。

ベb

;::.~タ句

Aテ6FJ
必ず『アザ

.:r.~ '< ，<:-
'<、c-/~' 
'?-' ..;ト〈え

100~‘ 

Fig. S. Main pollen and spores diagram with stratigraphic column 
from locality 3. See legend in Fig. 3. 

Loc. 4 (Fig. 6， Table 6) 

QuercusとBetulaが高率である。 Alnusは下部から上部へ向って低下傾向を示す。 下草

~ì ， Polypodiaceaeが圧倒的に高い。

(5) 

Fig. 6. 

。 80% 800 100% 

Main pollen and spores diagram with stratigraphic column 
from locality 4. See legend in Fig. 3. 

Loc. 5 (Fig. 7， Table 6) 

下位の泥炭層では，Quercusのほかに Rhus，Ericaceaeといった低木が高率で， 』まカミtこ

Betula， Carpinus， Ulmusが比較的高い。上位の泥炭では，Quercus， Betula， Alnusが高率

となる。林床植物では PolypodiaceaeとOsmundaceaeが高率である。

(6) Loc. 6 (Fig. 8; Table 6) 

Quercusが非常に高い。 BetulaとAlnusは下部で高いが， 上部で低下する。 林床植物

は，上半部で Osmundaceaeが高くなり，最上部で Polypodiaceaeが高くなる。
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Table s. Percentages of rare pollen and spores from Locality 3 

¥Tax¥a ¥Sample 1~nu~m~-EeJ 4 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Cryptomeria 0.4 0.1 

Castanea 0.5 0.1 

Juglans 0.1 

Fraxinus 0.5 

Aesculus 0.2 

Magnolia 1.3 

Phellodendron 0.4 

CercidiPhyllum 0.9 0.4 

Populus 0.5 0.5 

Styrax 0.2 

Clerodendrum 0.1 

Rhus 0.9 0.4 

Carduoideae 0.1 0.1 0.2 0.6 0.2 0.1 0.1 

Cichorioideae 0.1 

Artemisia 0.1 0.1 0.1 0.3 0.4 0.2 0.3 

Sparganium 0.1 0.1 0.1 0.2 1.1 0.1 0.1 

Caryophyllaceae 0.3 

Chenopodium 0.1 

Chloranthus 

Umbelliferae 0.1 0.4 0.1 0.2 0.1 0.6 0.1 

Rumex 0.1 0.1 0.2 0.2 

Sanguisorba 0.1 0.6 0.2 0.1 0.6 

Ga/ium 0.1 

Thalictrum 0.1 

Potamogeton 0.4 

Typha 0.1 0.2 0.4 2.6 0.2 

Gramineae 0.3 0.6 0.5 0.1 0.2 0.8 0.1 0.1 0.3 0.8 

Tricolporate type 0.1 0.3 0.1 0.1 1.0 0.3 0.1 

Tricolpate type 0.7 0.6 0.3 0.4 2.2 0.1 0.3 0.4 

Lycopodium 0.1 0.3 0.1 0.1 0.1 

Trilete type 2.4 0.6 0.7 0.1 0.1 0.3 

Sphagnum 0.3 0.1 0.2 0.1 0.4 0.9 2.7 

(7) Loc. 7 (Fig. 9， Table 6) 

Ta-dとTa-c~こ挟在する腐植質ローム層では AP は極端に少なく ， Pinus， Quercus， 

Ulmus， Acer， Salix， Ostrya， Lonicera， Hydrangea， Rhus， Alnusがそれぞれ0.3%以下で

含まれるのみである。一方 Thalictrumが87%と高く，ほかに Carduoideaeが比較的

高い。

Ta-cとTa-bの間の腐植質ローム層では，Quercusが 10%と比較的高いが Picea，
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っ ω/川均株げ;ω会中:;::/
-llkllllll Lilt|| [llli ~~t~l[[l 
Fig. 7. Main pollen and spores diagram with stratigraphic column 

from Locality 5. See legend in Fig. 3. 

Fig. 8. Main pollen and spores diagram with stratigraphic column 
from Locality 6. See legend in Fig. 3. 

14C 8500! 160 y.B.P. 

Fig. 9. Main pollen and spores diagram with stratigraphic column 

from Locality 7. See legend in F!g. 3. 
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Table 6. Percentages of rare pollen and spores from Locality 4， 5， 6， 7， 8 and 9 

¥Ta¥xa ¥竺??p¥le一~n~u~mb~ーd LOC4lhC51 Loc.6 Loc.7 Loc.8 Loc.9 
1 2 3 I 1 2 1 2 3 1 2 1 2 3 1 2 3 

Ericales 0.1 

Euonymus 0.1 0.5 

Hydrangea 0.2 0.5 0.6 0.2 0.3 0.1 2.7 0.5 0.7 

Ligustrum 0.1 

Araliaceae 0.8 0.3 0.2 1.4 

Persicaria 0.3 0.2 

Polγrgonum 0.6 0.2 0.2 0.9 0.5 

Carduoideae 0.1 0.2 0.1 

Artemisia 0.2 0.3 0.2 0.8 

Cichorioideae 0.1 0.1 

Rosaceae 0.3 0.2 0.4 0.3 0.7 0.2 

Umbelliferae 0.1 0.3 1.2 0.2 0.5 

Leguminosae 0.5 0.7 

Sanguisorba 0.5 0.1 0.5 5.0 0.3 0.2 0.9 

Caryophyllaceae 0.1 0.2 

Thalictrum 0.1 1.2 0.9 

Campanula 0.7 

Chenopodium 0.1 0.2 0.3 0.2 0.5 0.2 

Rumex 0.1 0.3 0.2 0.5 

Valerianaceae 0.2 0.2 2.7 

Urtica 0.1 

Plantago 0.7 0.2 

Lysichiton 0.3 

Typha 5.0 0.4 0.2 

Cruciferae 2.6 0.9 

Drosera 0.1 

Menyanthes 0.1 

Potamogeton 0.1 

Reynoutria 0.1 0.1 0.2 

Pachysamdra 0.1 0.1 

Parnassia 0.1 0.1 

Liliaceae 0.1 0.4 

Gramineae 0.2 0.3 0.3 

Cyperaceae 0.4 0.7 0.2 0.7 

Tricolporate type 0.1 0.1 0.3 1.5 0.9 0.2 1.1 0.3 2.7 2.3 7.0 1.4 0.2 0.5 

Tricolpate type 0.1 0.4 0.6 0.2 1.4 0.5 1.2 0.7 0.2 2.3 

Trilete type 0.2 1.8 

Equisetum 0.3 0.3 

Lycopodium 0.2 0.6 1.2 3.7 

Sphagnum 0.2 0.5 0.3 1.4 
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Abies， Pinus， Betula， Ti・lia，Acer， Rhus， Alnusをそれぞれ1.4%以下で含むのみである。

NAPはUmbe1liferaeとPolypodiaceaeが高く， Carduoideae， Gramineae， Osmundaceae， 

Sphagnumが比較的高く含まれる。

(8) Loc. 8 (Fig. 10， Table 6) 

Ta-aに挟在する 2枚の泥炭では， Picea， Pinus， Ulmus， Alnusが上位へ高くなる傾向

を示す。表土では Pinusが高率となり， Alnus， Ulmusは低下する。下位の泥炭を除き，林床

植物では Polypodiaceaeが高率である。

(9) Loc. 9 (Fig. 11， Table 6) 

Ta-cとTa-bの聞の腐植質ローム層では， PiceaとQuercusが高率である。 その他，

Abies， Pinus， Betula， Ulmus， Acer， Araliaceae， Juglans， Alnusが比較的高い。林床は，下

部で Thalictrum，Umbelliferae， Patrinia， Carduoideae， Gramin巴ae，Artemisia， Osmunda-

ceae， Polypodiaceaeを高率に生ずるが，上部ではPolypodiaceae，Osmundaceae， Lycoρodium 

Fig. 10. 

To・1際

Fig. 11. 

Main pollen and spores diagram with stratigraphic column 
from Locality 8. See legend in Fig. 3. 

Main pollen and spores diagram with stratigraphic column 
from Locality 9. See legend in Fig. 3. 
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Table 7. Percentages of rare pollen and 

¥¥¥Sample number 
1 2 3 4 5 6 7 8 16 17 18 

Taxa 一一一一
Araliaceae 0.4 0.2 0.4 0.4 0.6 0.3 0.5 0.7 

Hydrangea 0.2 0.2 0.4 0.4 0.7 0.4 0.6 0.5 1.2 0.2 0.5 0.2 0.1 0.1 

Ligustrum 0.4 0.3 0.1 

Clerodendrum 0.2 

Viburnum 0.4 0.1 0.1 

Eleagnus 0.1 

Ericaceae 0.1 

Euonymus 0.2 

Sorbaria 0.4 0.6 0.3 0.1 

Rhus 0.1 

Persicaria 3.0 1.2 1.1 0.4 0.5 0.7 1.0 0.9 

Thalictrum 0.2 0.3 0.1 0.1 0.6 0.4 0.3 0.5 

Caryophyllaceae 0.2 0.4 0.2 0.1 

Chenopodium 0.2 0.2 0.2 0.7 0.2 0.2 0.1 0.1 

Leguminosae 0.2 0.1 

Geranium 0.2 

Umbelliferae 0.4 0.4 0.3 0.1 0.2 0.3 

Daphne 0.3 0.4 0.1 0.3 

Rumex 0.7 0.1 0.5 0.4 

Galium 0.2 0.1 0.4 

Potentilla 0.2 0.2 0.3 0.1 0.1 

Rosaceae 0.2 0.2 

Urtica 1.4 

Caltha 0.2 0.4 0.2 

Campanula 0.1 

Plantago 0.1 

Patrinia 

Labiatae 0.3 0.1 0.3 

Myriophyllum 0.1 

Chlolanthus 

Corydalis 0.3 

Sambucus 

Drosera 0.1 

lris 0.1 0.3 0.3 0.2 0.1 

Liliaceae 0.2 0.5 0.1 

Typha 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.6 

NUjうhar

Potamogeton 
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spores from Locality 10 

19 20 I 21 22 23 24引お幻 28 29 30 I 31 32 33 34引36 37 38 39 40 
0.3 0.2 0.2 0.2 0.6 0.3 

0.3 0.2 0.3 

0.6 1.2 

0.3 0.2 0.3 0.2 0.2 
マ

0.2 0.4 0.2 0.3 

0.2 0.4 0.2 0.4 0.2 0.2 0.4 0.2 0.1 

0.3 0.2 1.2 0.1 
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(10) Loc. 10 (Fig. 12， Table 7) 

Ta-cとTa-dに挟在する泥炭では，針葉樹は少なく Quercusが高率に出現する。その他，

Betula， Ulηm仰lUS丸，必ル4修:glaαns久， Cαf〆ηus久，Aceゲr，Si島tyraxι，S，α'ali.瓦 Al仇nu附4“5が比較的高い。 Myri・caは
最上部で一時的に高くなる。林床植物としては Carduoideae，Gramineae， Cyperaceae， Poly-

podiaceaeが高率である。

一方， Ta-aに挟在する泥炭では，Picea， Abies， PinusとAlnusが高く，Quercusが若

干低下する。 Ta-cとTa-dに挟在する泥炭で比較的高かった Corylus，Acer， Styrax， Salix， 

Myricaは低下する。林床植物では， Gramineae， Cyperaceae， Polypodiaceaeが比較的高い

が，下位より低下している。

IV. 考察

つぎに，花粉群集から本林地域の植生変遷を復元する。

本林に分布する最も古い腐植層は， Loc. 7のEn-a上に発達する腐植質ローム層(約8，500

年前)である。腐植層の存在は，当時植生が回復したことを示しているが，花粉は残存してお

らず，植生は不明で、ある。

Ta-d 降下後，つぎの Ta-c 降下までの火山活動の休止期間(約 3，200~4，5oo 年前)は，各

地で厚い腐植層が形成されて広く追跡可能である。本林では， Loc.7と Loc.lOにこの間の

腐植層が分布している。勇払川流域の Loc.10では，湿原が成立して泥炭が形成された。湿原

の植生は， Gramineae， Cyperaceae， Polypodiaceaeを主とし，多種の草本類 (Table7)をま

じえるものであった。湿原は低層湿原からはじまり，のちに Myricaの優勢な中間湿原へと移

行した。湿原の周縁には，Quercus， Betula， Ulmus， Juglans， Carpinus， Corylus， Acer， 

Styrax， Salixなどの広葉樹が分布した。一方，同時代の台地南端に位置する Loc.7では，ロ

ーム上に樹木は生育せず，Thalictrumを主とし， Carduoideae， Sanguisorba， Cyperaceaeな

どからなる草原が発達した。

その後の Ta-C 降下後に訪れた火山活動休止期(約 1，100~1，500 年前)の植生は， Loc.7 

とLoc.9から推定される。 Loc.7では Sphagnumが分布し， Umbelliferae， Gramineae， 

Polypodiaceae， Osmundaceaeが繁茂したことから，地表には湿潤環境が生じたとみられ，

Quercusの疎林が成立した。一方，本林中央部の Loc.9では森林が復活した。森林の構成要

素としては Quercusが最も優勢であったが，Picea， Abies， Pinusといった針葉樹を混交した。

1910年代の本林には，Pinusの分布は認められていないものの， トドマツ，アカエゾマツは林

内各所に散在L， エゾマツは量は多くないが林内所々に点在すると報告されている(工藤・吉

見， 1916)ことから，Picea， Abiesが当時も林内に生育したと考えられる。林床には Loc.7同

様にシダ類が多く，かつ， 低率ながら Sρhagnumも分布した (Table6)ことから，地表は湿

潤環境であったとみられ，当時湿潤な気候条件下にあったことが推定される。
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つぎの樽前火山の活動は活発で， Ta-bに10回， Ta-aに5回の降下ユニ y トが認められ

ている(北海道火山灰命名委員会， 1979)。 この聞の火山活動休止期のうち，少くとも 2回泥炭

が形成された時期があった。植生は，Quercus， Alnus， Betula， CarPinus， Ulmus， Acerなど

にPicea，Abiesをまじえる混交林であったと推定される。林床は Gramineaeとシダ類が優占

した。

最後の Ta-a降下後現在までの植生は， 台地の表土や低湿地の表層泥炭の花粉群集から復

元されるσ ただし最上部の試料は，植栽樹種に由来する花粉が含まれている可能性が高い。

台地の表土 (Loc.8の試料 1)に含まれる高率の Pinusは植栽されている種々のマツ類に由来

したものとみられる。一方，小沢内の淀炭 (Loc.2， 3， 4)は， 1O~55cm と厚さが異なり，堆積

期間は必ずしも一致しないが， いずれにしても 200年未満のものである。 これら 3地点、は，小

沢の奥という閉塞された地形内にあるためか，近接するにも拘らず花粉組成が異なっており局

地的な植生を反映した結果となっている。 Loc.2では，はじめは Quercusのほか， Betula， 

Alnus， Hydrangeaが多いが， その後 AraliaceaeとCarpinusが増加している。 林床は， t土

じめ Polypodiaceaeが多く， のちに Osmundaceaeが優占する。 Loc.3で、は，はじめ Picea，

Fig. 13. Main pollen and spores diagram during about 5，∞o years 
from Bibai City， Ishikari Plain. See legend in Fig. 3. 
(IGARASHI， in contribution). 
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Abies， Pinusが多く，つぎに Quercusが優占し，再び針葉樹が増加する。林床は，はじめ

Polypodiaceaeが優占し，のちに OsmundaceaeとPolypodiaceaeが優占する。 Loc.4では，

全般に Quercusが優勢だが，Alnusは減少傾向を示す。林床は， Polypodiaceaeが優占する。

なお 3地点とも地表に近い試料で針葉樹の増加がみられる。

以上，断続的ではあるが本林の約4，500年間の植生史を復元した。 これを他地域の植生史

と比較すると，本林に近い沼の端湿原 (NAKAMURA，1963)では Quercus，Ulmus， Betula， 

Alnusの優勢な広葉樹林が継続的に成立しており，針葉樹が混交した傾向は認められない。ま

た，日本海側に位置する石狩平野の美唄における同期間の植生史 (Fig.13;五十嵐，投稿中)

と比較すると，広葉樹林の構成種として，Fraxinus， Phellodendron， Tiliaが美唄地域で多

い点を除けばおおむね等しい。ただし，PiceaとPinusの混交率が本林で高くなっている。こ

のように，本林地域において， Ta-c降下後に針葉樹が増加した要因として， 樽前山斜面にお

ける針葉樹林成立の時期と関連する可能性があり，今後の検討を要する。

VII. おわりに

樽前山の活動期を通じて，本林地域の植生がどのような変遷を経てきたかをみてきたが，

火山活動の植生に及ぼす影響という点で， 1977年の有珠山噴火の被害(伊藤， 1978)とも関連

して興味深いものがある。花粉群集からみるところでは，火山噴出物の厚く堆積した台地上の

植生は，低湿地よりも降灰の影響を強くうけたと推定される。特に， Ta-d降下後の台地上で

は草原が生じた。一方，低湿地では，湿原に泥炭が形成され，湿原周縁に広葉樹林が成立した。

つぎの Ta-c降下後は，おそらく気候の冷涼湿潤化により，台地上に針広混交林が復活した。

つづく， Ta-b， Ta-aの度重なる降下期間中に森林が壊滅したか，存続したかについては不明

であるが，腐植層の挟在からみて，降灰休止期に林床植物が繁茂して土壌が形成された時期は，

現在を含めて少くとも 3回あったとみられる。

本稿を終えるにあたり，本研究をすすめるにあたり種々の使宜を計って下さった北海道大

学苫小牧地方演習林長石城謙吉博士はじめ同林の職員の方々に対し，心から御礼申しあげる。

また，試料採取にあたっては，北海道大学理学部助教授藤原嘉樹博士，元同大講師熊野純男氏

に御助力いただいた。日本道路公団札幌建設局苫小牧工事事務所からは，ボーリングコアの使

用に際して便宜を計っていただし、た。ここに記して厚く御礼申しあげる。
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Summary 

The Tomakomai Experiment Forest， Hokkaido University is situated on a plateau com-

posed of thick volcanic products erupted from Shikotsu Caldera， Mt. Eniwa and Mt. Tarumai. 
Between these sediments， humus loam and peat layers are deposited in several horizons. The 

author investigated these humus loam and peat on poIIen analyticaIIy. The results showed the 

uncontinuous vegetational succession during the last 4，500 years to be as foIIows. 

After the eruption of Ta-d pumice fall， about 3，200-4，500 years B. P.， a marsh and a 

deciduous broad-leaved forest mainly composed of Quercus， Betula， Ulmus， Juglans and Car-

pinus were developed in the low land along the Yuburi River. While on the plateau， the 
grassland mainly composed of Thalictrum， Carduoideae， Sanguisorba and Cyperaceae was 
developed. After the eruption of Ta-c pumice fall， about 1，100 -1，500 years B. P.， a mixed 

forest of conifers such as Picea and Abies and broad-leaved trees such as Quercus， Betula 
and Ulmus were developed on the plateau and in the lowland. The present forest has existed 

since 220 y回 rsB. P.， after the last eruption of Ta-a volcanic ash. 


